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「継続企業の前提に関する注記」の記載解消に関するお知らせ 

 

 
当社は、本日発表の平成 22 年 12 月期第 2四半期決算短信において、「継続企業の前提に関する注記」

の記載を解消いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

  

記 

当社グル－プは、平成 20 年 12 月期連結会計年度において、円高の進行による為替評価損の発生お

よびスーパージュエルボックス事業の撤退に伴う特別損失の発生などによって当期純損失 482,505 千

円を計上いたしました。この当期純損失による純資産の減少により、金融機関数社と締結しているシ

ンジケートローン契約（平成 22 年３月 31 日現在残高 459,741 千円）の単体及び連結の純資産額に関

する財務制限条項に抵触する事実が発生しており、平成 22 年 12 月期第 1四半期連結会計期間まで「継

続企業の前提に関する事項」についての注記を記載しておりました。 

 

当社グループとしては、当該状況を解消すべく、次の 4 点を重点施策とした経営改善計画を策定し

実行してまいりました。 

  ① 技術提携を含めた販路の拡大 

 ② 固定費の圧縮 （人件費および経費の削減）  

 ③ 外注加工費の内製化による圧縮  

  ④ 設備投資額の圧縮 

  

 これらの経営改善計画の施策を実行した結果、前連結会計年度で当期純利益の黒字化を達成し、当

第 2 四半期連結累計期間においても計画を上回る利益を確保するとともに、当該シンジケートローン

契約の財務制限条項の抵触を解消いたしました。 

これにより、当社グループは継続企業の前提に関する重要な不確実性は現時点では認められないと

判断いたしましたので、当該注記の記載を解消いたしました。 

 

今後も当社グループ一丸となり業績の向上、企業価値の回復に努めてまいりますので、引き続きご

支援を賜りますよう、なにとぞよろしくお願い申し上げます。 

   以  上 


